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新年度のご挨拶

大草副院長
看護部長

新入看護職員の皆様、ご入職おめでとうございます。
2年以上に亙る新型コロナ感染症は、皆さまの学生生活にも大きな打撃を与え、
本来ならば仲間たちと喧々諤々の議論をする機会や楽しい遊びの時を奪いま
した。本当に厳しい状況下での学生生活、国家試験、卒業そして入職であっ
たと推測します。でも、この経験は、皆さんの今後の看護師生活にきっと役
立つと思います。逆に、是非とも役立てて貰いたいです。医療の多くは完全
に治せるのではなく、少なからず後遺症や障害を残します。私事ではありま
すが、この現実を悟った時、愕然とした記憶は今でも鮮明に覚えています。
医療は心が躍ることも多い反面、絶望感に苛まれることも少なくありません。
皆さんはこの厳しい環境で看護師になれたのです。看護師は素敵な職です。
若く感性豊かな皆さんの活躍を期待します。

病院長 鈴木裕

新入職員へエール

鈴木病院長

入退院支援センター

新入看護職の皆様、ご入職おめでとうございます。
コロナ禍の今、医療、福祉、介護の置かれている現状は大変厳しいです。し
かし、この2年間職員が一丸となって様々な問題を乗り越えてまいりました。
職員の一員となった皆様も自分ができる事、やらなければならない事は何か
を自問自答しながら、自分で自分の限界を決めないで明るく元気に共に頑
張ってまいりましょう。
さて、4月1日に開設したシミュレーションセンターを活用しての教育プログ
ラムは如何でしょうか。このような素晴らしい学びの場を整えていただいた
ことに感謝し、患者様に満足していただける質の高い看護を提供できるよう
切磋琢磨してまいりましょう。

副院長・看護部長 大草由美子

私たちは、患者の社会的・身体的・精神的リスクを評価し入院前から対策を講
じられるよう情報収集を行い、然るべき部署へつなぎ、患者が退院後の生活を見
据え安心して入院生活が送れるよう支援していきたいと思っております。患者・
スタッフの皆様が入退院支援センターの活動を実感されるには、まだまだ時間を
要しますが何卒よろしくお願い致します。



新入職のみんな


